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旧製品の回路データがない場合でも再⽣可能

⽣産中⽌となったLSIを継続供給
⽣産数量が少なくても利⽤可能
可能な限り旧製品と同等の

パッケージを選択

旧製品の回路(設計)データが揃っていない場合でも再⽣可能

VA効果が期待できる

Discontinued LSI Reproduction Service

 LSIの現物から回路を再現
 FPGAを活⽤し、旧LSIとの

機能⽐較を実施

当時のロット単価よりも安いロッ
ト単価で再⽣、コストダウン

新旧製品の差額で開発費の早期
回収が期待できる

製品の供給継続

0.35μm
0.8μm

在庫（旧製品）使⽤

新しいプロセスで開発開始
検討項⽬

電源電圧I/Oインターフェースピンコンバチパッケージ信頼性レベル旧製品の回路

開発の⼀例

各層の写真を撮影 写真から回路を再現


